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英国の理学療法教育の質管理システム

ー ハー トフォー ドシヤー大学を例に -
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はじめに

欧米では､80年代から高等教育における質の

問題が議論されるようになった｡これは､製造

業にはじまった品質管理の手法がサービス業へ

拡大し､さらにそれまで聖域祝されることの多

かった専門職の職域にまで拡大 してきた流れを

反映してのことである1'｡

英国では､90年代に入って高等教育機関の大

改革 (大学とポリテクニックの再編など)が行

われたが､これに合わせて全高等教育機関を対

象に教育の質評価と勧告を行う民間の高等教育

質保証機関が設立された2､｡この大改革で､理

学療法士など保健関連職種の教育はすべて大学

で行われるようになったため､教育の質評価が

これまで以上に厳密に行われるようになった｡

また､こうした評価が行われているため､教育

の質管理システムは各コースで大きな違いが見

られない｡
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本稿では､これまでほとんど紹介されること

のなかった英国の理学療法教育の質管理システ

ムについて､筆者が客員研究員として滞在 した

英国ハー トフォー ドシヤー大学理学療法学科を

例に報告する｡

l 英国の理学療法コースの認可および再審査

の実際

1.コースの認可と再審査システム

英国での理学療法コースの新設には､各大学

の最高機関の決定と､英国理学療法協会と医療

専門職評議会の合同委員会 (以下､合同委員会)

の認可が必要である｡コースを新設しようとす

る大学は､2名の学外専門家の助言を得て必要

な準備を進めるとともに､最終的には2名の学

外審査委員の審査に合格する必要があり､これ

によって新設コースの学位が認定されることに

なる3､｡また､合同委員会の認可は､学士取得
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表3 授業別アンケー トの調査項目

1.3-スは提示した目梯成果に到達するよ

うな学習経験を提供 したか

2.コースは良 く準備されていたか

3.自己学習が奨励されたか

4.自分の学習をより改善したと思う要因を

選びなさい

① 学習を支援する環境の改善

② コースの情報や資料の改善

③ 担当教員とのコミュニケーション

機会の拡大

④ いろいろな形態での学習休験

⑤ 教育機材 ･機器の改善

5.自分の評価をより改善したと思う要因を

選びなさい

(9 評価方法の明確なガイ ドライン

(診 いろいろな種類の評価方法

@ より役立つフィー ドバック

④ コース中の評価時期の改善

(9 試験とコースワークの比重の変更

注)質問 1-3は､(9強い同意､②同意
③どちらとも言えない､④不同意
⑤強い不同意､から選択する｡

でき､他学科や全学と比較して学科の教育の質

を評価することができる｡

臨床教育に対する学生アンケート調査 (75項

目)10ノも､各実習終了時に行っている｡実習体

験から見た学内教育の評価は､学内教育全体を

反省するうえで有益な資料となっている｡

2)学外評価委員による点検 ･評価

各コースは､学外評価委員を2名任命するこ

とになっている｡委員には､英国理学療法協会

の推薦する理学療法士があたるが､大学での教

育経験などの厳しい条件がつけられているIi)｡こ

れは､学位取得と同時に理学療法士国家資格が

与えられることから取られた措置である｡学外

評価委員には､試験やコースワークの採点つき

見本が送られ､必要であれば学内授業や臨床実

習の視察も可能である｡こうした情報を基に､
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学科の教育の質を評価したうえで学位認定会議

に出席してその認定に参加する｡また年 1回､

評価結果と必要な勧告を盛 り込んだ年次報告書

を提出する｡この報告書は､いったん副学長代

理 (教育研究担当)に提出されることになって

おり､上部組織も学科の状況を把握する資料に

している｡

3.学科カリキュラム委員会

学科カリキュラム委員会は､年2回開かれ､

年度終了後に ｢年次報告書｣11:を発行する｡委

員会の構成メンバーは､教員カリキュラム委員

と学生代表9名 (各学年から3名)である｡

年度総括の委員会では､ 1)卒業､進級､留

年､退学などの学事事項､2)前年度の質改善

方針の遂行状況､3)学外評価委員報告書と学

生アンケート調査結果､などについて議論され

る｡学外評価委員は出席しないが､報告書の勧

告内容については慎重に検討される｡学生代表

からの意見や改善要求についても話し合われ､

教員と学生がお互いに確認しながら次年度の改

善方針を決めていく｡つまり､学生と学外評価

委員による点検 ･評価のフィードバックは､こ

こで具体的な教育の質改善方針となっていくの

である｡この方針は､各課題の責任者､実行期

限､評価方法などをふくむ行動計画にまで具体

化されるため､その遂行性は高い｡

この他に､学科主任によって学科報告書9が毎

年まとめられる｡これには､学科の長期構想､

学生の学習教育､教員の研究や職能開発プログ

ラムなど､学科全般の総括と方針がまとめられ

ている｡

= 教員評価と職能開発プログラム

コースの質管理の一環として､各大学では教

員評価と職能開発プログラムが提供されており､

ハートフォードシヤー大学を例にその内容を述

べたい｡

1.職能開発のための教員評価

教員評価は年 1回行われるが､その目的は職
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表4 同僚授業評価の評価項目

1.学習の目標成果の明快さ

2.計画性と系統性

3.手順とアプローチ

4.授業のベース

5.内容 (最新性､正確性､妥当性､実例の

提示､難易度､学生ニーズへの対応)

6.学生の参加状況

7.説明の質

8.話の聞き取 りやすさと明快さ

9.配布資料､oHP､板書の質

10.学習の目標成果に対する到達度

能開発プログラムを通して教員の質向上を図る

ことにある｡評価の根拠となる情報には､1)

教貞の研究業績､2)授業に対する学生アン

ケート結果､3)同僚による授業評価､4)自

己評価報告などがあり､これらをもとに学科長

と話しあいながら次年度の職能開発プログラム

を決めていく｡プログラムには､一般的な学会

や研修会への参加の他に､後で述べる新人教員

や高学位取得プログラム､そしで情報機器の使

用法や管理運営など､多様なものが含まれる｡

年度中間に､プログラムの遂行状況について検

討する話し合いがもたれる｡

同僚教員 (1名)による授業評価は年2回行

われる｡その評価項目を表4に示す｡評価を受

ける教員も授業終了後､同じ項目の自己評価を

行い､これをもとに話し合って優れいる点や改

善の必要な点を確認し､必要と思われる職能開

発プログラム案を学科長に提出する｡重要な点

は､教員評価のプロセスで自己評価が高く位置

づけられており､それに客観的な情報を加えて

合意しながら職能開発プログラムを決めて行 く

こと､また評価の経過については当事者の秘密

事項になっており公表されないことである｡

2.新人教員プログラム

教育経験のない新人教員に対してほ､大学院

レベルの学習開発プログラム (修士の1/3の単

位数)を履修し､有資格教員になることが求め
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表5 学習開発プログラムの内容

1.大集団に対する講義

2.小集団での教育と学習

3.評価方法

4.情報通信と学習における教育媒体の使用

5.実践を通 して教育能力を開発する方法

6.高等教育における中心的教育技術

7.教育資源にもとづいた学習法

8.教育研究活動を継続 していく基本的対策

9.カリキュラムにおける機会均等

10.学生の学習の強化

ll.教育研究における個別指導

られている｡一般には､所属大学のプログラム

に1年間 (週 1回半日)通うことになるが､学

科ではその時間の業務は免除される｡学習開発

プログラムで学ぶ内容を表5に示す12.0新人教

員はこのうち､黄も基本的な1-5を学ぶ｡新

人教員は同時に､プログラムの一環として助言

験ある教員が当たることが多く､主に専門分野

の教育方法について指導する｡助言指導者は､

新人教月の相談にのり､自分の授業を見せたり

授業を観察して必要な助言をする｡新人教員は､

プログラム期間中に6回授業が観察され､必要

な助言を受けることができる｡プログラムの単

位認定には､コースワークとともに実際の授業

の評価に合格することが必要である｡

なお､表5の6-11は教育経験のある教員対

象の内容であり､プログラム終了後も引き続き

受講することができる｡

3.高学位取得プログラム

英国の高等教育には､研究を通して修士や博

士の学位を取得するコースが充実しており､教

員の身分のままこれらのコースに参加してより

高い学位を取得しやすい環境がある｡研究にも

力を入れる必要があるので教員にとっての負担

は大きいが､高学位の研究プログラムにサポー

トされている教員の存在は､学科の研究活動の

1つの指標にもなるため､積極的に奨励されて
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いる｡研究テーマによっては､所属学科の高学

位取得プログラムに参加することも可能で､こ

の場合は学位プログラムの研究が同時に学科の

研究実績にもなっていく｡

また､授業を通 して取得する修士コースには

パー トタイム制のものも多 く､先に述べた新人

教員プログラムの高等教育方法学コースを継続

していけば修士 (教育学)の取得 も可能である｡

このように､教員自身の学習や研究の機会の豊

富な点も日本と違った点といえよう｡

あわりに

以上､英国において理学療法教育の質管理が

どのように行われているか､ハー トフォー ド

シヤー大学を例にその概略を紹介 してきた｡

その特徴を要約すると､1)理学療法コース

は定期的に再審査が行われていること､2)令

コースは､学生や学外評価委員のフィー ドバッ

クを含む質管理システムを確立 しており､日常

的に質向上の努力をしていること､3)教員の

質向上のための評価 と職能開発プログラムが提

供されていること､が挙げられる｡そして､こ

れらが相乗効果を生みだして持続的な質向上が

図られている｡

理学療法教育の成果を上げるためには､個々

の教員とともに組織 としての力量を向上させる

ことが重要である｡今後､日本においても､紹

介 してきたような教育の質管理システムを構築

することが不可欠となるであろう｡

(本稿をまとめるにあたり､貴重なご助言を頂

いたハー トフォー ドシヤー大学理学療法学科科

長 T.Watson教授に深謝いたします｡)
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